
議第16号

平成30年度滋賀県病院事業会計予算

（総 則）

第 1条 平成30年度滋賀県の病院事業会計予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第 2条 業務の予定量は、次のとおりとする。

(1) 病 床 数

総 合 病 院 小児保健医療 精 神 医 療 計
セ ン タ ー セ ン タ ー

535床 100床 123床 758床

(2) 年 間 患 者 数

総 合 病 院 小児保健医療 精 神 医 療 計
セ ン タ ー セ ン タ ー

入 院 158,045人 27,740人 39,055人 224,840人

外 来 212,036人 45,726人 27,204人 284,966人

(3) １日平均患者数

総 合 病 院 小児保健医療 精 神 医 療 計
セ ン タ ー セ ン タ ー

入 院 433人 76人 107人 616人

外 来 869人 187人 116人 1,172人

(4) 主要な建設改良事業

総合病院病院整備事業

医療器具および備品購入

（収益的収入および支出）

第 3条 収益的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

款 項 金 額

千円

1 病 院 事 業 収 益 22,829,400

1 医 業 収 益 19,318,788

2 医 業 外 収 益 3,273,912

3 附 帯 事 業 収 益 236,700
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支 出

款 項 金 額

千円

1 病 院 事 業 費 用 23,351,900

1 医 業 費 用 22,432,129

2 医 業 外 費 用 683,071

3 附 帯 事 業 費 用 236,700

（資本的収入および支出）

第 4条 資本的収入および支出の予定額は、次のとおりと定める。

（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額 1,780,300千円は、過年度分損益勘定留保

資金で補塡するものとする ）。

収 入

款 項 金 額

千円

1 資 本 的 収 入 536,600

1 企 業 債 501,400

2 負 担 金 29,200

3 諸 収 入 6,000

支 出

款 項 金 額

千円

1 資 本 的 支 出 2,316,900

1 建 設 改 良 費 565,580

2 企 業 債 償 還 金 1,751,320
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（債務負担行為）

第 5条 債務負担行為をすることができる事項、期間および限度額は、次のとおりと定める。

事 項 期 間 限 度 額

総 合 病 院 運 営 管 理 事 業
平 成 31 年 度 109,068千円

（臨 床 検 査 業 務）

総 合 病 院 運 営 管 理 事 業 平 成 31 年 度 か ら
501,168千円

（医 事 業 務） 平 成 32 年 度 ま で

総 合 病 院 運 営 管 理 事 業 平 成 31 年 度 か ら
手 術 室 ・ 中 央 滅 菌 241,446千円

平 成 33 年 度 ま で室 消 毒 滅 菌 業 務

小児保健医療センター運営管理事業 平 成 31 年 度 か ら
197,246千円

（医 事 業 務） 平 成 32 年 度 ま で

精神医療センター運営管理事業 平 成 31 年 度 か ら
78,054千円

（医 事 業 務） 平 成 32 年 度 ま で

（企業債）

第 6条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

千円 ％

総合病院病院整 392,100 普通貸借または 5.0以内 借入日の翌日から 5年以内

備事業費 証券発行 据え置き、30年以内の期間に

おいて償還する。

、 、ただし 借入先の融資条件
小児保健医療セ 64,000

財政その他の都合により償還
ンター病院整備

期間の短縮および据置期間の
事業費

延長をし、繰上償還を行いま

。たは借換をすることができる
精神医療センタ 45,300

ー病院整備事業

費

計 501,400

（一時借入金）

第 7条 一時借入金の限度額は、 1,000,000千円と定める。
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（議会の議決を経なければ流用することができない経費）

第 8条 次に掲げる経費については、これらの経費の金額をこれらの経費のうち他の経費の金額

に、もしくはこれら以外の経費の金額に流用し、またはこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

(1) 職 員 給 与 費 10,486,981千円

(2) 交 際 費 90千円

（他会計からの補助金）

第 9条 院内保育所の運営、がん診療連携拠点病院機能強化、新人看護師研修および地域医療福

祉体制整備のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、45,305千円である。

（たな卸資産の購入限度額）

第10条 たな卸資産の購入限度額は、 3,080,000千円と定める。

（重要な資産の取得）

第11条 重要な資産の取得は、次のとおりとする。

種 類 名 称 数 量

工具器具および備品 診断用Ｘ線撮影装置 4

上記の議案を提出する。

平成30年 2月15日

滋賀県知事 三 日 月 大 造

議
第

号

平
成

年
度
滋
賀
県
病
院
事
業
会
計
予
算

16

30


